
 

 

 

 

 

  

小学校教員採用試験受験支援のためのｅ－ラーニング演習の構築 

平成 21 年度～23 年度（3 年間） 

本学では大学全体での就職率は高いものの、小学校教員採用試験の現役合格率は 25.45％（平成 20 年度卒業生 55

名中 14 名。本採用のみの集計）であることから、教師志望の学生達にとっては採用試験合格率を高めることが最大の

就職支援といえます。 また、平成 18 年度から児童発達学専攻の入学定員が 100 名となったことから、平成 21 年度から

は毎年 100 名の卒業生が小学校教員採用試験に挑みますので、合格率向上はこれまで以上に重要な課題となります。

 そこで人間発達学部では、学生の教員採用試験合格を支援するため、全国各都道府県で実施された小学校教員採用

試験問題を収集し、e-ラーニングによる採用試験問題演習システムの構築に取り組みます。具体的には、1 分野当たり

500～2,000 題（全 12 分野計 10,000 題）からなるプールコンテンツを作成し、分野ごとにランダムに出題するｅ−ラーニン

グ演習システムを構築します。これにより、学生に自学自習を促すとともに教員側からの指導体制も強化し、学生の基

礎学力の向上と教員採用試験現役合格率の向上をめざします。 


